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2025大阪・関西万博を見据えた港区の多様な資源を活かしたまちづくりの推進
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１．「探してでも行きたい」魅力的な場所をつくる

２．海から呼びこむ

３．陸から呼びこむ

４．新技術を港区の産業につなげる
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港区の未来に向けたまちづくりをマネジメントする

公・民・地域連携プラットフォームの形成

① 東部・中部・西部の３エリアのまちづくりが相互連携し、相乗効果をあげる

② 地域、企業、行政など多様なプレイヤーの交流を新たな動きにつなげる

③「（仮称）区画整理記念・交流会館」を拠点として、港区のまちづくりの精神
を継承・発展させる

④ 若い世代の参画、新技術の展開などを見据えた新しいまちづくりを進める

新産業の創出、実証実験を促進し、
港区の未来をデザインする企業
ベースのプラットフォーム

港区のまちづくりの歴史を継承し、
豊かな地域を発展させる住民ベース
のプラットフォーム

みなと先端技術協議会 みなと地域マネジメント協議会

両者が相互に連携・協働して、以下の効果をあげていく

＜産業振興＞ ＜コミュニティ育成＞
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一般社団法人港まちづくり協議会大阪

魅力ある場所づくり

スケートボード

RIDERS GAME 大阪港

地域住民にスケートボードは健全なスポーツであり、地域
経済の活性化に繋がる事を証明する為の実証実験。

❶大阪港の認知度向上

❷新世代の集客

❸スケーターの社会的地位の向上

2021年11月14日(日) 11時〜16時

新産業創出
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